
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 



) ドリ ー ム キャ スト 専用 ソフ ト の ご 使用 前 に 
全 こ し ゃ 。 か た 天 応 
保護 者 の 方 へ 小さ な お 子 さ ま が ご 使用 に な る 場合 は 、 必ず 保護 者 の 方 が 一 緒 に 読ん で 説明 し て あげ て くだ さい , 

この ソフ ト を 便 用 する と き は 、 部 屋 を 明る くし 、 自 に 食 揚 が 掛か ら な いよ う 3 
画 両 か ら 填 分 に 離れ て くだ さい 。 また 、 筆 康 の た め 、1 時間 さと に 10 ら 0 分 の 1 

と り 、 疲れ て いる と さや 介 不足 で の 便 用 は お や めく だ さい 。 長 詩 間 の 便 用 また は テ レビ 面 向 に 注 づ いて 便 用 する と 、 
視 思 低下 の 原図 と な り ます 。@ ご くま れ に 、 弟 い 作 の 刺激 や 夏 、 テ レビ 画商 な ど を 見 て いて 、 一 陵 的 に 入 肉 の けい 

IN 
の 貞和 の を こ す 人 が いま す 。 と うし のみ る は 、 . と の ソフ ト な 例 す る 間 に 有 が す 断 と 

     
     

    

。、@ デ ィ ス クロ 半生 に 止ま っ て か ら 取 出し て くだ さい 。 半 の ティ スク に 腕 と 、 ケガ や ディ スク の 
な 

人 Prdrf。cnoz、 まり 一 ムキ ャ スト 専用 で す 。 オー ディ オ 用 の CD プレ イヤ ー ー で 使用 する と 、 
% い aeD ょ 
大 音量 に よっ て 耳 に 障 書 を 被る 役 れ が あり ます の で 、 絶対 に 使用 し な いで くだ さい    

   

            

ディ スク の 両面 と も キズ 、 汚れ や 指 徹 等 を つけ な いよ う 、 こら だ さい 。 
また 、 デ ィ ス ク を 曲げ た り セ ンタ ー 孔 を 大 きく し な いで くだ さい 。 人 ひび 割れ 、 変形 、 

衣 拉 し た も の を 援 1 等 で 科 修 し た デ 各 や 設 全 の 成 略 に な り ます の て 、 cgurecrety 
        

連 け て 要 和 し と くだ さい @ 汚 れ を 統 く と き は 、 レン ズ ク リ ー ニ ング 寺 に 使う や ゃ わら か い 指 で 、 ER 

か ら 人 に 和 か っ て 上 0 に < 錠 きっ て くだ eu な お 、 シ ン ナ ー や ベン ジン 等 は 使わ な いで くだ さい 。 @ こ 
の ディ スク を 一 - 受 の CD ブ プレイヤー 等 で 便 用 する と 、 機器 呈 の や スピ ー カ 一 等 を 破損 する 原因 に な り ま す の で 、 絶 対 

と り 叶 つか うめ いしょ 
に 使用 し な いで くだ さい 。 ⑧ ド リー ムキ ャ スト 体 お よび 全 用 に な る 店 巡 機器 の 角 説 明 書 等 も 必ず あわ せ て ご覧 

ja モ 
くだ さい 。@ ソ フト に よっ て は ファ イル の 保 っ ー カ ー ド (ビジ ュ アル メモ リ [ 交 売 ]) が 必要 に な る 場合 が あり 

むり ロ まつ が いせ コ い しょ 
ます 。 詳し く は 吉 ソ フト の 取扱 説明 書 を ご 覧 くだ さ 

メニ p ン フト g、 ウィト A| FEO< ら ep シ フト で 癌 ey Ts の ン フト a 滴 ep の 、= 
ブレ イ 履 歴 (ブレ イ 情 報 )> を 「 夫 体 メモ リ 」 に 記録 し ます 。 この 情報 は 、 さま ざま な ソフ ト で お 客 様 の それ まで の 

遊び 方 ・ 進 み 方 に よっ て ゲー ム の 展開 を 変化 さ は る た め に 使わ れる 年 定 の も の で す 。 
Patenis: U.S. Nos- 4.442,486/4.454.594/4462,076: Europe No. 80243: Canada No- 1,183,276: Hong Kong No- 88-4302: Singapore No. 88-155: U.K. No. 1.535.999 | 
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admalk| NE OOSSS 二 bp ムン 少 依 NotFront JV-Lite"| 少 " 富 | 際 "om 

@ 本 ソフ トウ ェ ア の イン ター ネッ ト 機 能 は 、 株 式 会 社 ア クセ ス の NetFront 及び Java 仕 様 準拠 モジ ュー ル JV-Lite を 搭載 し て いま す 。 信 NetFront 及 び JV-Lite 
は 株 式 会 社 ア クセ ス の 日 本 国 に お ける 登録 商標 で す 。 人 Java 及 びす べ て の Java 関 連 の 商標 及び ロゴ は 、 米国 及び その 他 の 国 に お ける 米国 Sun Microsystems, Inc。 
の 商標 又は 登録 商標 で す 。 信 文中 の 会 社名 、 商 品名 は 、 宮 社 の 商標 駐 は 登録 商標 で す 。 人 本 ソフ トウ ェ ア で は 、NEC オ フィ スシ ステ ム の フォ ント を 使用 し て いま ず 。 
@ThiS software is based in part on he work of the Independent JPEG Group. 人 本 ソフ トウ ェ ア で は 、Dream Flyer の メー ル 受 信 機 能 を 搭載 し て いま す 。 
Dream Flyer は (株 ) コ ラボ の トレ ー ド マー ク で す 。 
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Waveform data and/or parameters of this 

X 呈 lite product are licensed by YAMAHA Corporation. 

  

  

    

 



 



は じ め に ・・<* 

Welcome to お ・ と <・ い < れ 

パズル 感覚 で 誰 に で も 簡単 に 音楽 が 作れ て し まう !? 

どこ に も 無かっ た 音楽 表現 ツー ル 。 

楽器 を 選ん で 、 フ レー ズ を 探し て 、 

好き な 場所 に フレ ー ズ ブロ ッ ク を 置い て いく と 

どん どん 音楽 が で き て いく ぞ ! 

  

  

    

    

  

  

し か も 、 マ イク デバ イス (別売 ) を 使う と あこ ら 不 思 議 ! 

君 の 歌っ た メロ ディ ー が 楽器 の 音 に 変換 され て 入っ て し まう の だ ! 

で き あ が っ た 音楽 は イン ター ネッ ト で 世界 に 向け て 発表 し た り 、 

世界 中 の ヒト と 交換 し た り で きる そ ぞ ! 

は た また 、 知 ら な い ヒ ト の 曲 を イン ター ネッ ト か ら 持 っ て き て 

ミッ クス し て 戻し て お く な ん て 事 も か ー ン た ん ! 

「 お ・ と ・ い ・ れ 」 の 世界 は 無限 な の だ !! 
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この ソフ ト は 1 人 用 で す 。 本 体 の 電源 を 入れ る 前 に 、 コ ント ロー ラ な どの 対応 周辺 機器 を 本 体 に 接続 し こく だ 

さい 。 ド リー ムキ ャ スト ・-MIDI イ ンタ ー フ ェ イ ス ( 別 売 : HKT-3200) や MIDI 対 応 キ ー ボ ー ド は オプ ショ ン で す 。 

これ ら を お 使い に な ら な く て も 、 作 曲 を お 楽し みい た だ け ま す 。 

※ 対 応 し て いな い コ ント ロー ラ で の 動作 は 保証 され ませ ん 。 

し 92 の apiSr<8 
あな た が 作っ た 曲 や フレ ー ズ は メモ リー カー ド ( 別 売 ) に セー ブ し て と っ て お く こ と が で きま す 。 メ モリ ー カ ー ド 
は 必ず コン トロ ー ラ A の 拓 選 ピケ ッ ト | に セッ ト し て くだ さい 。 て と 以外 に セッ ト さ れ て いて も 正しく 動作 し ませ ん 。 

セー ブ せ ず に 本 体 の 電源 を 切っ た り リ セッ ト し た りす る と 、 あ な た の 作っ た 曲 が 消え て し まい ます 。 大 切な デー タ 

は 必ず セー ブ し て くだ さい 。 ひ と つの メモ リー カー ド に セー ブ で きる デー タ ( 曲 ) の 数 は 、 作 っ た 曲 の 長 さや 、 編 
集 に よっ て 変化 し ます 。( 最 低 ら ブロ ッ ク 最 大 GBD0 ブ ロッ ク ま で ) ブ ロッ ク の 空き 容量 が 十分 で あれ ば 、1 つ の メ 

モリ ー カ ー ド に 複数 の 曲 デ ー タ を 保存 し て お く こ と が で きま す 。 

※ セ ー ブ 中 は 、 本 体 の 電源 を 切っ た り 、 メ モリ ー カ ー ド 等 の 拡張 ユニ ッ ト 、 お よび コン トロ ー ラ の 抜き 差し を 

行わ な いで くだ さい 。 

象 マイ ク デ バイ ス に つい て @ 
『「 お ・ と - い ・ れ は 、 別 売 の マイ ク デ バイ ス を 使っ て メロ ディ ー を ハナ ウタ で 入力 する こと が で きま す 。 あ な た の 

歌っ た メロ ディ ー を 様々 な 楽器 の 演奏 に 変換 で きま す の で 、 楽 器 の 演奏 が で き な く て も 作曲 を 楽し お こと が で 

きき ます, マイ ク デ パイ ス は コン トロ ー ラ の 六 入 ピケ ッ ト ヨ に セッ ト し て くだ さい 。 こ と 以外 に セッ ト さ れ て いて も 
正しく 動作 し ませ ん 。 

※ マ イク デバ イス (別売 ) は マイ ク 入 力 機 能 を 使用 する た め の オ ブシ ョ ン で す の で 、 マ イク デバ イス を セッ ト し 

な い 状 態 で も マイ ク 入 力 以 外 の すべ て の 機能 で 作曲 を お 楽し みい た だ け ま す 。 

 ※ ド リー ムキ ャ スト ・MIDI イ ンタ ー フ ェ イ スケ ー ブ ル ( 訓 売 :HKT-980O) 
本 体 の 電源 を 入れ る 前 に 、 ド リー ムキ ャ スト ・MIDI イ ンタ ー フ ェ イ スケ ー ブ ル お よび お 使い の MIDI 対 応 キ ー 

| ボー ド を 本 体 に 接続 し こく だ さい 。 ド リー ムキ ャ スト ・MIDI イ ンタ ー フ ェ イ スケ ー ブ ル は 本 体 背面 の シリ アル 

端子 に し っ か り と 接続 し こく だ さい 。 ド リー ムキ ャ スト -MIDI イ ンタ ー フ ェ イ スケ ー ブ ル の 「IN」 と 書い て ある 
MIDI 端 子 と 、 お 使い の MIDI 対 応 キ ー ポ ー ド の 「MIDI_ OUT 端子 を MIDI ケ ー ブ ル で つなぎ ます 。 お 使い の MIDI 
対応 キー ポー ド が 、MIDI_ OUT 対応 に な っ つて いる こと を 確認 し て くだ さい 。 詳 し い 操 作 方 法 は 、 お 使い の キー 
ボー ド の 説明 書 を 参照 し こく だ さい 。  



の ドリ ー ム キャ スト ・ コ ント ロー ラ の 使い 方 人 

アナ ログ 方 向 キ ー 

画面 の スク ロー ル 

方 向 ポ ボタ ン 日 タ ンー 
キャ ン セ ル 、 

カー ソン ル 移 動 ブロ ッ ク ( ト ラッ ク ) を 消す 

スタ ー ト ボタ ン 
  

  

  

  

    
曲 の 再生 ププ レビ ュー 

鉱 張 ソ ケッ ト 1 拡 紀 ソ ケッ ト ら 8 

※ 本 体 の 電源 を 入れ る と き に 、 ア ナ ロ グ 方 向 キー お よび LR トリ ガー を 動か さ な い で くだ さい 。 キ ー や トリ 
ガー を 動か す と ポジ ショ ン の 調整 が 正しく 行わ れず 、 誤 動作 の 原因 と な り ま す 。 

※ ゲ ー ム 中 に 、A 二 B+X 二 Y ボ タン を 同時 に 押し た 状態 で スタ ー ト ボタ ン を 押す と 、 リ セッ ト さ れ 、 タ イト ル 画 面 
に 戻り ます 。  



珍 タイ トル 画面 [7 

接続 を 確認 し て 、 ド リー ムキ ャ スト 本 体 に ディ スク を セッ ト し 電源 を 入 
れる と 、 こ の (タイ トル 画面 》 が 表示 され ます 。 ス ター ト ボ タン を 押す と 
スタ ー ト メニ ュー 画面 に か わり ます 。 さ

こ
)
!
 

ロ TOIRE SEGIUENCER 

楽器 の 音色 や フレ ー ズ を 選ん だ り 、 新しい フレ ー ズ を 張り な が ら パ ズル | 

感覚 で 作曲 や アレ ンジ が 楽し め ま す 。「 お ・ と ・ い ・ れ .」 の メイ ン と な る モー 
ド で まあ 

OUTOIRE PLAYEH 

メモ リー カー ド に セー ブ し た 曲 デ ー タ や イン ター ネッ ト か ら ダ ウン ロー 

ド し た 作品 を 手軽 に プレ イ す る こと が で きま す 。 

How to DTOIHE 

ビギナー の た め の 「 お ・ と - い ・ れ 入門 モー ド で す 。 

Dream PasSpprt 

通信 機能 で す お ・ と ・ い ・ れ 』 の ホー ムペ ー ジ に アク セス で きる モー ド で す 。 

あな た の 作品 を 発表 し た り 、 他 の ヒト の 作品 を ダウ ン ロ ー ド し た ら 、 誰 も 

が ビッ クリ する よう な ワザ を 身 に つけ た り で きま す 。 メ ー ル 機能 を 使っ 
て 世界 中 の お と も だ ちと デー タ の 交換 も で きま す よ 。 

Disk Changg 

将来 、 音 色 集 等 の ディ スク が 用 意 さ れる 場合 に ディ スク の 入れ 奉 え に 対 
応 す る た め の モ ー ド で す 。 本 ソフ ト で は この モー ド は 動作 し ませ ん 。 

LANGUAGE 
How to UTOIRE の 中 で 表示 され る 文章 を 日 本 語 、 英 語 の どちら か で 表 
示す る た め の モ ー ド で す 。  



目 wwea | 。 Unied LE 央 IN 
っ ーーー 

< に Erem 本 

介 タイ トル 
曲 の タイ トル が 表示 され ます 。 
0 テン ポ 
現在 の テン ポ が 表示 され ます 。 
欠 ズー ム 表 示 
ズー ムイ ン / ア ウト の 状態 を 表し ます 。 
人 グリ ッ ド 単位 
グリ ッ ド (トラ ッ ク 上 の 縦 線 ) の 間隔 を 音符 で 表示 し 

ます 。 
償 エチ ジー ゲー ジ 

現在 つく っ て いる 曲 が 使用 し て いる デー タ の 大 き さ を 
表し ます 。 メ モリ ー カ ー ド に セー ブ で きる か どう か の 
目安 に な り ま す 。 
⑳ レベ ル メ ー タ ー 

曲 の 再生 中 に 音量 が 表示 され ます 。 
償 セー プ / ロ ー ド ボタ ン 
作っ た 曲 や フレ ー ズ を メモ リー カー ド に セー プ ( 保 存 ) 
し た り 、 セ ー ブ さ れ た 曲 や フレ ー ズ を ロー ド ( 読 込み ) 
する 時 に 押し ます 。 メ モリ ー カ ー ド は 必ず コン トロ ー 
ラ A の 拡張 ソケット 1 に セッ ト し て くだ さい 。 こ とこ 以外 
に セッ ト さ れ て いて も 正しく 動作 し ませ ん 。 

⑲ マイ ク ・MIDI 入 力 ボ タン 
マイ ク デ バイ ス (別売 ) を 使用 する 場合 に 押し ます 。 
また 、 こ の ボタ ン を 押し た 後 [ 方 向 ボタ ン ] を 押す と ド 
リー ムキ ャ スト ・MIDI イ ンタ ー フ ェ イ スケ ー ブ ル ( 別 

売 ) に 接続 し た MIDI 対 応 キ ー ボ ー ド か ら リ アル タイ ム 

入力 で きる ポタ ン に か わり ます 。 
※ こ れ ら は それ ぞ れ 《 マ イク デバ イス )》 や 《 ド リー ムキ ャ 

スト ・MIDI イ ンタ ー フ ェ イ スケ ー ブ ル ) を 接続 され て 

いな い 場 合 は 選ぶ こと は で きま せん 。 

人 め ルー プ ・ フ ェ ー ド アウ ト 設 定 ポ タン 
曲 の 一 部 も し く は 全部 を くり 返し 再生 する 「 ル ー プ 機 

能 」 を 設定 する ボタ ン で す 。 ま た 、 こ の ボタ ン を 押し た 

後 [ 方 向 ボ タン ] を 押す と 「 フ ェ ー ド アウ ト 機 能 」 を 設 
する ボタ ン に か わり ます 。 

Q to TOP ポ タン 
曲 の 一 番 始 め の 小節 に ジャ ンプ する た め の ボ タン で す 。 
編 PLAY プ ST ロビ ロボ タン 

曲 の 再生 ・ 停 止 を する た め の ボ タン で す 。 こ の ボタ ン 
を 押す と 現在 画面 の 一 番 左 寄 り に 表示 され て いる 小 
節 か ら 再 生 し ます 。 曲 の 最初 か ら 再 生 する 時 は 前 述 の 

「to TOP] ボ タン で 曲 の 最初 に 移動 し て くだ さい 
め to END ポ タン 
曲 の 一 番 最後 の 小節 に ジャ ンプ する た め の ボ タン で す 。  



《ODTOIRE SEQUENCER》 で どう や っ て 曲 を つく っ て いく の か が 、 

全体 の 流れ と 基本 的 な 操作 を 見 て み ま し ょ う 。 

人 @ 音色 を 選ぶ L 

は じ め に 使い た い 楽 器 を 選び ます 。 メ イン 画面 の 

一 番 左 「Instrument」 欄 の 新しい トラ ッ ク で [A ボ 
タン ] を 押す と 《 サ ウン ドナ ビ ゲ ー タ ー) が 表示 さ 

れ ま す 。 

ー サ ウン ドナ ビ ゲ ー タ ー の 画面 

サウ ンド ナビ ゲー ター は 3 つの ダイ ヤル で 楽器 の 

種類 を だ ん だ ん と 絞り 込み な が ら 目 的 の 音色 を 
科 単 に 見 つけ る こと が で きま す 。 

  

一 番 左 の ダイ ヤル で 楽器 の 大 ま か な 分 類 を 決め 
ます 。 例 で は 「Keyboard」 が 選ば れ て いま す 。 

真ん中 の ダイ ヤル で は も う 少 し 細か な 分 類 を 決 

め ま す 。 例 で は 「Piano」 が 選ば れ て いま す 。 

一 番 右 の ダイ ヤル で は いよ いよ 実際 の 音色 名 大 
選び ます 。 例 で は 「E.Piano 1」 が 選ば れ で いま す 。 

する と 【E.Piano1 】 と いう 音信 
2 らし た り 、 あ な た が 作っ た ヌメ 貼 

ディ ー を 演奏 させ る こと が で きま す 。  



例 で は 、 一 番 右 の ダイ ヤル で 「vAdrum005] と いう 音色 が 選ば れ て いま す 。 

この よう に 音色 名 の 最初 に 「 小 文字 の "V'」 が 付い て いる 場合 、 そ の 音色 が 「 お ・ と ・ い ・ れ ] 独 自 の (VPF》 と いう 音色 
タイ プ ブ で ある こと を 表し て いま す 。《VPF》 は ミュ ー ジ シャ ン が 実際 に スタ ジオ で 演奏 し た 音 を も と に 作ら れ た リ 
アル な 音色 を 使う こと が で きま す 。 こ て で VPF 音 色 を 選ぶ と 後に ふれ る EDIT な どの 手順 が 若干 異な り ま す 。 

  

NGTBUMEN 3 ヨ 

Adruno 3 

音色 名 の 最初 に 「 小 文字 の "V"」 が 付い て いな いも の は 《MIDI) タ イプ の 音色 と 呼び ます 。 

  

サウ ンド ナビ ゲー ター で の 音色 選び は 、 私 吉 が [住所 」 を 束 り に 目的 地 を 見 つけ よ うと する と き に 似 で いま す 。 

そん な と き 私 達 は 、6CCO 県 へ 市 か も ※ メ 町 番地? と いう よう に 、 ど ん どん と 範囲 を 絞り 込み な が ら 

探し て いっ た り し ます 。 サ ウン ドナ ビ ゲ ー タ ー は この よう に "音色 の 番地 "を 探し て いく よう な 感覚 な の で す 。 
  

サウ ンド ナビ ゲー ター の 操作 は [方 向 ボ タン] の 左右 で 動か し た い ダ イヤ ル を 選び 、 上 下 で ダイ ヤル を 回 し て 音色 
を 選び ます 。 こ の 時 [H ト リガ ー] を 押す と 、 表 示し て いる 音色 を 聴く こと (プレ ビュ ー) が で きま す 。 使 いた い 音色 が 
決ま っ た ら [A ポ タン ] で 決定 し ます 。 

[A ポ タン ] で 音色 を 決定 する か 、[B ボ タン ] を 押し て キャ ヤン セル する と サウ ンド ナビ ゲー ター の 画面 が 終了 し ます 。  



フレ ー ズ を 選ぶ の 

次 に フレ ー ズ を 選び ます 。 フレ ー ズ と は 短い 旋律 

の パー ツ の こと で す 。 | お ・ と ・ い ・ れ 」 で は 、 この フ 

レー ズ を いろ いろ 組み 合わ せる こと で 、 曲 づ くり 

を 進め ます 。 フレ ー ズ を 選 点 に は 《 フ レー ズ ナ ビ 

ゲー ター)》 を 使い ます 。 

  

デー ジル 王 文 考 伺 究 一 女 一 

フレ ー ズ ナビ ゲー ター は 3 つの ポッ クス で フレ ー 

ズ の 種類 を だ ん だ ん と 絞り 込み な が ら 目 的 の フ 
レー ズ を 簡単 に 見 つけ る こと が で きま す 。 

一 番 左 の ジャ ケッ ト ボ ックス で は フレ ー ズ の 大 ま 

か な 音楽 ジャ ン ル を 選び ます 。 

_ | 左上 の 写真 の 例 で は 「World( ワ ー ル ドミ ュー ジッ 
ク )」 が 選ば れ て いま す 。 

に 
1 

| 生 :6 FN 

び 
た 真中 の ジャ ケッ ト ボ ックス で は も う 少 し 細か な 

| ャ ン ル を 選び ます 。 例 で は 「Heggae( レ ゲ 

工 )」 が 選ば れ て いま す 。 

デニ ーー ニー ニャ ィ バッ ツラ ー ゅ 9 ツ u バ ルポ 』【 一 番 右 の ボッ クス で は 実際 に あな た が 使い た い 
| フレ ー ズ ナビ ゲー ター の 舞 作 は [方 向 ボ タン ] フレ ー ズ (旋律) を 選び ます 。 左 上 の 写真 の 例 で は 
| の だ で 動か し た い ポ ックス を 選び 、 上 下 で [Main 0 1」 が 選ば れ て いま す 。 こ の 状態 で 決定 

」 ジャ ケッ ト を 送っ て ジャ ン ル を 選び ます 。 こ の する と 【Main 001】 と いう フレ ー ズ が 選ば れ て 、 
時 [HH トリ ガー] を 押す と 、 表 示さ れ て いる フ メイ ン 画 面 の トラ ッ ク 上 に 表示 され ます 。 

レー ズ を 聴く こと (プレ ビュ ー) が で きま す 。 
使 U い た い フ レー ズ が 決ま っ た ら [A ポ タン 1 フレ ー ズ ナビ ゲー ター で の フレ ー ズ 選び は 、 ち 

で 決定 し ます 。 うど あな た が レコ ー ド 店 で お 目 あて の CD を 探 
[A ポ タン ] で フレ ー ズ を 決定 する か 、[B ボ タ と き に 似 て いま す 。 
ン ] を 押し て キャ ン セ ル す る と フレ ー ズ ナビ | XRook コ ー ナ ー} の 4Hard Rock の 棚 } に 行書 
ゲー ター の 画面 終 了 し ます 。 お 目当て の CD} を 選 記 感覚 で す 

ノ  



フレ ー ズ ブロ ッ ク し 

フレ ー ズ ブロ ッ ク 位 置 の 決定 
フレ ー ズ ナビ ゲー ター で フレ ー ズ を 決定 する と メイ ン 画 面 に も どり 、 選 
ん だ フレ ー ズ が うす い オ レン ジ 色 の ブロ ッ ク で 表示 され ます 。 ブ ロッ ク | 

| | は この 状態 で [方 向 ポ ボタン] の 左 石 を 押し て 好ま な 位置 に 動か すこ と が で 
| きま す 。 メ イン 画面 で は 横 方 向 が 時 間 の 経過 を 表し て いま す 。 画 面 右 の 方 

へ スクロール さ せる ほど 時 間 が 先 に 進み ます 、 画 面 の 大 半 を 占め る 「 マ 
ス 目 」( こ れ を グリ ッ ド と 呼び ます ) の 上 部 に オレ ンジ 色 で 囲ま れ た 数 字 
の 部 分 が あり ます 。 こ れ は 「 小 節 ] を 表し て いま す 。 こ れ ら の 「 小 節 」 や 「 グ 
リッ ド 」 を も と に フレ ー ズ の ブロ ッ ク を 置き ます 。     
フレ ー ズ ブロ ッ ク を 置く 位置 が 決ま っ た ら 、[A ポ タン ] を 押し て 決定 し 
ます 。 す る と フレ ー ズ ブロ ッ ク は 水色 に か わっ て 、 そ の 位置 に 置か れ た 
こと を 表し ます 。 

  

-、 例 で は 上 か らら 段 目 (2 トラ ッ ク 目 と 呼び ます ) の 真ん中 に オレ ンジ 色 の 
」 ブロ ッ ク が あり ます が 、 1 トラ ッ ク 目 (1 段 目 ) と g ト ラッ ク 目 (2 段 目 ) で は 

ブロ ッ ク の 中 の 絵 が 少し 違う こと が 分 か り ま す 。 1 ト ラック 目 の 「 ギ ザ ギ ザ 

な 線 ] が 描か れ た ブロ ッ ク は 前 述 し た 《MIDI》 フ レー ズ 、 ら トラ ッ ク 目 の 「 波 
形 ]」 が 描か れ た ブロ ッ ク は 〈《VPF》) の フレ ー ズ で す 。 こ れ ら は どちら も 好き 

な トラ ッ ク に 置く こと が で きま す が 、 同 じ ト ラッ ク ( 同 じ 段 ) に 混合 し て 置 
く こ と は で きま せん 。 ト ラッ ク 上 に 置く こと の で きる フレ ー ズ ブロ ッ ク 

の 数 は 、] トラ ッ ク あ た り 518 個 、 全 トラ ッ ク で は 8000 個 が 最大 で す 。 

全 ト ラッ ク 上 に 2000 個 以上 の フレ ー ズ を 置い た 場合 正しく 動作 し ま 

せん 。( 画 像 が 乱れ る 場合 が あり ます 。) 

      
置 に 好き な が フレ ー ズ を 置い て いく こと で 、 曲 を つく っ て いき ます 

     



フレ ー ズ ブロ ッ ク 

VAclrum085 

[方 向 ボタ ン ] を 使っ て 、 一 度 置い た フレ ー ズ ブロ ッ 

ク を 選び [A ボ タン ] を 1 回 押す と ブロ ッ ク の 色 が 

うす い オ レン ジ 色 に か わり ます 。 こ れ は ブロ ッ ク 
が "浮い て いる "状態 で す 。 

と の 状態 で [方 向 ボ タン ] を 押し 、 ブ ロッ ク を ズラ 
し [A ボ タン ] で 決定 する と 《 ブ ロッ ク の コピ ー) が 
で きま す 。 ブ ロッ ク は [A ボ タン ] を 押す 度 に 次 々 

に コピ ー で きま す 。 

コピ ー を 中 止 す る と き は [B ボ タン ] を 押し ます 。  



一 度 置い た フレ ー ズ ブロ ッ ク を 選び [A ボ タン ] を 1 回 押す と 「 ブ ロッ ク の 
コピ ー」 で し た が 、 そ の 状態 で も う 一 度 [A ボ タン ] を 押す こと で ブロ ッ ク 

の 色 が こい オレ ンジ 色 に か わり ます 。 

この 状態 で [方 向 ボ タン ] を 押し 、 ブ ロック を ズラ し [A ボ タン ] で 決定 す 
る と (ブロ ッ ク の 移動 ) が で きま す 。 移 動 は コビー と 違い 最初 に 選ん だ 位 

置 に ブロ ッ ク は 残り ませ ん 。   
移動 を 中 止 す る と き は [B ボ タン ] を 押し ます 。 

@ フレ ー ズ ブロ ッ ク の ピッ チ [ し よっ) 

ブロ ッ ク の 「 コ ピー」 や 「 移 動 」 の 状態 で [方 向 ボ タン ] の 上 下 を 押す と 、 ブ 

ロッ ク の ピッ チ ( 音 程 ) を 変え る こと が で きま す 。 こ の 機能 は カラ オケ で 

歌い 手 の 声 の 高 さ に 合わ せ て 曲 の 音程 を ト 上げ下げ する 「 キ ー コ ント ロー 
ル 」 と 同じ よう な 働き を を し ます 。「 お ・ と ・ い ・ れ 』 で は 、 別 の トラ ッ ク に 置い 
た フレ ー ズ 同士 で 音程 が 合わ な い 場 合 な ど に 両方 の ピッ チ を 合わ せ た 
りす る こと が で きま す 。 ピ ッ チ を どの くら い 上 げ 下 げ し た か は 、 画 面 右 下 
の "PITCH" と 書か れ た 窓 で 確認 する こと が で きま す 。 
ピッ チ を 上 げ れ ば " 十 " (プラス)、 下 げ れ ば "一 "(マイ ナス )、 変 化 な し の と 
き は "O' と 表示 され ます 。 数 字 の 単位 は 「 半 音 」 で 、 一 12 か ら 二 18 の 範囲 
で 変更 で きま す 。 "上 15" で 1 オク ター ブ 上 、“ー 125" で は 1 オク ター ブ 下 
の 音 が 出せ ます 。 

    yiga ii 0 
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PS 
生 
当 。」 

画面 左上 の 「PLAY/STOP」 ボ タン ( 災 の 絵 が 描か われ て いま す ) を 押す と 、 現 在 作 っ て いる 曲 を 再生 する こと が 
で きま す 。 再 生 中 に この ボタ ン を 押す と 再生 は 停止 し ます 。 再 生 す る と き 、 曲 は 画面 の 最も 左側 に 表示 され て 

いる 小節 か ら ス ター ト し ます 。 曲 の 最初 か ら 再生 し た い 場 合 は 「PLAY/STOP ボ タン 」 の 左側 に ある 「to TOP 

ボタ ン 」 で 1 小節 目 に 戻し こ か ら 再 生 する 必要 が あり ます 。 ま た 、[R ト リガ ー] は 「PLAY/STOP ボ タン 」 と 同じ 
役割 を 持っ て いま す の で 、[H ト リガ ー] を 押す こと で も 曲 の 再生 / 停 止 が で きま す 。 

@ 曲 の テン ポ を か える 欠 
画面 上 部 の 「BPM」 と 表示 され た 中 の 数 字 を [方 向 ボ タン ] の 上 下 を 使っ て 増減 させ る こと で 曲 の テン ポ ( は や 
さ ) を 変更 する こと が で きま す 。 単 位 は 「BPM」 で す 。( 一 般 に 楽譜 の は じ め に “か )=120" な ど と 書か れ て いる 数 
字 が これ に あたり ます 。) 

「 お ・ と ・ い ・ れ 』 は フレ ー ズ ブロ ッ ク を 並べ て いく 
だ け の 簡単 操作 で 、 ど な た に も 作曲 を お 楽し みい 

た だ ける よう に な っ て いま す が 、 操 作 に 慣れ た 方 
や 音楽 の 経験 が ある 方 、 そ し て 「 自 分 だ け の メロ 

ディ ー を も っ と 作り た い !| と 感じ た 方 の た め に 、 
より 本 格 的 な 曲 づ くり が で きる 「 エ ディ ッ ト 機 能 」 
を 用 意 し て あり ます 。 

エディ ッ ト し た い フ レー ズ に カー ソル を 合わせ 、 

[スタ ー ト ボタ ン ] で 表示 され る メニ ュー か ら 
「EDIT」 を 選ぶ ぶ と 《EDIT 画 面 》 が 表示 され ます 。  



「 お ・ と ・ い ・ れ 」 で は 、 音 色 や フレ ー ズ の タイ ブ プ に 
EDIT 画 面 の 種類 は 次 の 4 タイ プ で す 。 

MIDI EDIT 画 面 

MIDI( ギ ザ ギ ザ ) タ イブ で 
音階 の ある 楽器 フレ ー ズ を エディ ッ ト し ます 

MIDI( ギ ザ ギ ザ ) タ イブ の 
パー カッ ショ ン フ レー ズ を エディ ッ ト し ます 

合っ た 一 番 便 いや すい エディ ッ ト 画 面 が 表示 され ます 。 

rum EDIT 画 面 _ 

MIDI( ギ ザ ギ ザ ) タ イプ の 
ドラ ム フ レ ー ズ を エディ ッ ト し ます 

VPF EDIT 画 面 と 
VPF (波形 ) タ イプ の フレ ー ズ を エディ ッ ト し ます 

《MIDI) 、《VPF》 な どの タイ プ は フレ ー ズ ブロ ッ ク に 描か れ た 絵柄 で 知る こと が で きま す 。 

ae | (MIBD ラ レー スズ …「 ギ ザ ギ ザ な 線 」 が 描か れ た ブロ ッ ク 

敵 W-。 | (VPF) フ レー ズ … [波形 ] が 描か れ た ブロ ッ ク 

加 画面 の 詳し い 操 作 方 法 は 、 こ の 取扱 説明 書 の 「 吉 パー ト の 画面 に つい て 」 の EDIT 画 面 の ペー ジ (P.28) を ご 覧 く 
だ さい 。 
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メイ ン 画 面 で [スタ ー ト ボタ ン ] を 押す と 「 メ ニュ ー」 が 表示 され ます 。 

メニ ュー か ら 「MIXEH」 を 選ぶ と 《MIXEH 画 面 ) が 表示 され ます 。 

MIXER 画 面 で は 各 ト ラッ ク の 「 ボ リュ ー ム | や 「 パ ン ポ ボッ ト ]」、 
「 エ フェ クト 」 な どの 設定 を する こと が で きま す 。 

MIXER 画 面 で [スタ ー ト ボタ ン ] を 押す と 、MIXEHR 画 面 を 終了 し 
て メイ ン 画 面 に も どり ます 。 

@ 曲 の タイ トル を つけ る ‥ 
メイ ン 画 面 の 一 番 左上 の 窓 は 曲 の タイ トル を 表示 し て いま す 。 最 初 は "Untitled" (無題) と 表示 され て いま す 
が 、 後 か ら あ な た の 好き な 名 前 に か える こと が で きま す 。 タ イト ル を 変更 する に は [方 向 ボ タン ] で タイ トル 表 
示 窓 へ 移動 し [A ボ タン ] を 押し ます 。[ 方 向 ボタ ン ] で 入力 し た い 文 字 を 選び 、[A ボ タン ] を 押す と 決定 され ます 。 
タイ トル 入力 で は アル ファ ベッ ト と 数 字 、 そ れ に いく つか の 記号 を 使う こと が で きる 「 英 数 」 入 力 の み 使用 で 
きま す 。「OK」 ボ タン を 押す と メイ ン 画 面 に も どり 入力 し た 名 前 が タイ トル 表示 窓 に 表示 され ます 。「Cancgl] 
ボタ ン を 押す と タイ トル は 変更 ぐれ ず に メイ ン 画 面 に も どり ます 。  



    
曲 や フレ ー ズ の セー ブ / ロ ー ド を 行う に は 、 メ モリ ー カ ー ド (別売 ) が 必要 

で す 。 メ モリ ー カ ー ド は コン トロ ー ラ A の 昼 講 ソケット 1 に セッ ト し て くだ 
| さい 。 こ と 以外 に セッ ト し て や 正しく 動作 し ませ ん 。 

メイ ン 画 面 上 部 の 「 セ ー ブ / ロ ー ド 」 ボ タン 、 も し く は [スタ ー ト ボタ ン ] を 
押す と 表示 され る メニ ュー か ら 「SAVE/LOAD」 を 選 点 と 、 曲 や フレ ー 
ズ の セー ブ / ロ ー ド の 選択 メニ ュー が 表示 べ れ ます 。 セ ー ブ / ロ ー ド 選択 

メニ ュー の 左側 が 「 セ ー ブ 」 右側 が 「 ロ ー ド 」 の 選択 に か り ま す 。 ま た 、 そ れ 

ぞ れ 「SDNG」、「PHRASE」 と いう 8 ら 通り の セー ブ 方 法 が お あり ます 。 
= 「SONG」 の セー ブ / ロ ー ド で は 、 曲 全体 と ユー ザー フレ ー ズ 全て を セー ブ 

/ ロ ー ド し ます 。「PHRASE」 の セー ブ / ロ ー ド で は 、 ユ ー ザ ー フ レー ズ の 
うち 好き な も の だ け を 選ん で セー ブ / ロ ー ド が で きま す , 以 前 に つく っ た 

      

フレ ー ズ を 別 の 曲 で も 使い た い 場合 に 使用 し ます 。 

BAVE-SONG 
SAVE 一 SONG を 選ぶ と 、 現 在 作 っ て いた 曲 が セ ー ブ 
され ます 。 
L ロ 丸 ロ ー ロ 日 AEE 

LOAD-PHRASE を 選ぶ と 、 す で に セー ブ さ れ て いる フ 
レー ズ セ ッ ト 名 が 表示 され ます 。 [方向 ポ ボタン] で ロー ド し 

た い フ レー ズ を 選び 、[A ボ タン ] を 押す と ロー ド さ れ ま す 。 

LOAD-SDNG 
LOAD 一 SONG を 選 記 と 、 す で に セー ブ さ れ て いる 
SONG 名 が 表示 され ます 。[ 方 向 ボ タン ] で ロー ド し た 
い フ レー ズ を 選び 、[A ボ タン ] を 押す と ロー ド さ れ ま す 。 
SAVEーPHIRASE 
SAVEーPHRASE を 選ぶ と 、 画 面 左側 に 現在 本 体内 
に ある ユー ザー フレ ー ズ 名 が 表示 され ます 。[ 方 向 ボ 

    

    Passport で は [お ・ と ・ い ・ れ 』 の ホー 

タン ] の 上 下 で セー ブ し た い フ レー ズ を 選び 、[ 方 向 ボ 

タン ] の 右 を 押し て 画面 右側 に 移動 し て いき ます 。 画 面 

石 側 に 移動 され て いる フレ ー ズ が メモ リー カー ド に 
セー ブ さ れ ま す 。 誤 っ て 移動 し た 場合 [方 向 ボタ ン ] の 

左 で 元 に も どす (セー ブ 対 象 か ら は ず す ) こ と が で き 
ます 。 セ ー ブ し た い フ レー ズ を 全て 選び 終わ っ た ら [A 

ボタ ン ] を 押し て 決定 し ます 。 セ ー ブ す る フレ ー ズ セッ 
ト の 名 前 を つけ る 文字 パレ ッ ト が 表示 され ます の で 、 

名 前 を つけ て セー ブ し て くだ さい 。 
LOA ロ ーPHFASE 
LOAD 一 PHRASE を 選ぶ と 、 す で に セー ブ さ れ て い 

る フレ ー ズ セッ ト 名 が セー ブ / ロ ー ド 画面 に いる 場合 、 
[B ボ タン ] を 押す と セー ブ / ロ ー ド を 中 止 し て メイ ン 画 

面 に も り ま すむ 

ムペ ー ジ で 情報 の 交換 を し た り 、 あ な た の 作品 を 発表 し た り で きま す 。 ま た 、 

メー ル 機 能 で セー ブ デ ー タ を や り 取 り で きま す の で 、 お 友達 と 共同 制作 を し た り 、 曲 を ブ プレゼント し た り で きま す 。 
                    

     



@ メイ ン 画 面 し 

メイ ン メ ニュ ー で 「OTOIRE SEQUENCER」 を 選 記 と 最初 に 表示 され る 画面 (メイ ン 画 面 ) で す 。 
メイ ン 画 面 は 大 きく 4 つの エリ ア に 分 ける こと が で きま す 。 」 

  

コン ソー ル エ リア 

画面 上 段 、 タイ | トル や テン ポ な どの 名 竹 

表示 や いく つも の ボタ ン が 並ん だ 部 分 

を 「 コ ン ソ ー ル エリ ア 」 と 呼び ます 。 こ こ 

で は 曲 全 体 の 情報 表示 や コン トロ ー ル 
を 行い ます 。 

イン フォ エリ デア ーー 

画面 の 一 番 下段 に ある の が 「 イ ン フォ エ 

リア 」 と 呼び ます 。 こ こ に は 現在 選ば れ 
て いる フレ ー ズ の 情報 が 表示 され ます 。 

曲 づ くり の 手助け を し ます 。 

  

ブロ ッ ク エ リア 

画面 中 段 の 左手 に " 縦 に 数 字 が 並ん る で い 画面 中 段 の "音色 エリ ア " 

る 部 分 "が あり ます 。 そ の また 左側 に は より 右側 の マス 目 状 の 部 

楽器 の アイ コン ( 絵 表 示 ) が 表示 され て い 分 を 「 ブ ロッ クエ リア 」 と 

ます 。 こ れ ら の 部 分 を まとめ て 「 音 色 エ リ 呼び ます 。 こ こと に フレ ー 

ア 」 と 呼び ます 。 こ こ で は トラ ッ ク ご と の 音 ズブ ロッ ク を 並べ て 曲 を 

色 や ミュ ー ト に 関す る 操作 を 行い ます 。 つ 作 り ま す 。 

コン トロ ー ラ の [L ト リガ ー] を 押す 度 に 、 カ ー ソ ル の 位置 が 「 ブ ロッ クエ リア 」+「 コ ン ソ ー ル エリ ア 」「 音 色 エ リア 」 

ー「 ブ ロッ クエ リア 」 >… … と ジャ ンプ し まあ 

の 
9
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ー
 

 



  

  

@ トラ ッ ク 多 
「 音 色 エ リア 」 や 「 ブ ロッ クエ リア 」 の "“ 終 方 向 の 並び '" の こと を 「 ト ラッ ク 」 と 呼び ます 。「 お ・ と ・ い ・ れ 」 で は 、 こ の 
「 ト ラッ ク 」 ご と に 別 の 音色 を 選 記 こと が で きま す 。 こ れ は "1 つの トラ ッ ク = 1 人 の 演 論 家 ' と 考え る こと が で 
きま す 。「 お - と ・ い ・ れ は 全部 で "16 ト ラッ ク " を 使う こと が で きま す 。「 音 色 エ リア 」 に 表示 され て いる 縦 並 び の 

数 字 は 「 ト ラッ ク 番 号 ]」 を 表し て いま す 。 例 で は トラ ッ ク ] と ら が 使わ れ て いて 、 ト ラッ ク G 以 降 は 空き キト ラッ ク の 

  

$ トラ ッ ク の 作成 @ 
新しく トラ ッ ク を 作成 (追加 ) し た い 場 合 は 、 使 用 され て いな い ト ラッ ク の 「 音 色 エ リア 」 で [A ボ タン ] を 押し ます 。 

      

新しい トラ ッ ク が 作成 され (サウ ンド ナビ ゲー ター)》 に 進み ます 。 J 

  

使用 中 の トラ ッ ク を 削除 し た い 場 合 は 、 対 象 トラ ッ ク の 「 音 色 エ リア 」 で [B ボ タン ] を 押し ます 。 

@ トラ ッ ク の ミュ ー ト 人 の 
例 で は 、 ト ラッ ク 1 の 数 字 部 分 が トラ ッ ク ら の も の よら 少し 暗く ・ 凹 ん だ 感じ に 見 えま す 。 ト ラッ ク 1 が "ミュ ー ト " 

状態 に か っ て いる か ら で す 。「 ミ ュー ト 」 と は 音 を 一 時 的 に 無音 に する 機能 で 、 ト ラッ ク ご と に 設定 する こと が で 
きき ます 。 使 用 中 の (音色 が 選ば れ て いる ) ト ラッ ク の 「 音 色 エ リア 」 で [A ボ タン ] を 押す 度 に 、 ミ ュー ト の オン / オ フ 

が 交互 に 切り 替わり ます 。 ミ ュー ト を オン に する と 、 そ の トラ ッ ク の 音 は 間 こ えな く な り ま す が 、 入 力 し た デー タ 

が 消え る こと は あり ませ ん 。 

    

  

「 ブ ロッ クエ リア 」 の ' 横 方 向 の 並び " は 小節 を 表し て いま す 。 ブ ロッ クエ リア の 上 方 に は オレ ンジ 色 の 枠 で 囲 

まれ た 数 字 が 見 えま す 。 こ れ は 曲 中 の 位置 を 示す 「 小 節 番 号 表示 ] で す 。 曲 の 再生 中 は 、「 ブ ロッ クエ リア 」 の 中 
で 一 番 左 に 表示 され て いる 小節 が 演奏 中 の ( 音 が 出 て いる ) 小 節 で す 。 

] 
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ゲー ム を は じ め た と き 「 ブ ロッ クエ リア 」 は 1 小節 ご と に 区 

切ら れ て いま す 。 フ レー ズブ ロッ ク は この 区 切り 単位 で 移動 
が で きま す が 、 も っ と 細か い 音 符 単 位 で 移動 し た い 場合 は 

[Y ボ タン ] を 押す と 1 小節 より も 細か い 区 切り 線 が 表示 さ 

れ 細 か い 音 符 単 位 の ブロ ッ ク 移 動 が で きる よう に な り ま す 。 

この 区 切り 線 ' の こと を 「 グ リッ ド ] と 呼び ます 。 

[Y ボ タン ] を 押す た びに 、 グ リッ ド の 単位 (間隔 ) は 「 ら 分 音符 」 
ー「4 分 音符 」…「8 分 音符 」ー「16 分 音符 ]ー「 全 音符 (1 小 

節 )」 一 「2 分 音 待 」…‥…‥‥ と いう よう に 切り 替わっ て いき ます 。 
この と き 小 節 線 は "実線 "で 、 そ れ よ り 細 か い グ リッ ド は "点線 " 

で 表示 され ます 。 ま た 、 現 在 の グリ ッ ド の 単位 (間隔 ) は 「 コ ン ソ 

ー ル エリ ア 」 右 上 の 「Grid」 の 窓 に も 音 待 と し て 表示 され ます 。 

ズー ム 切 替 機能 を 使う と 、「 ブ ロッ クエ リア 」 の 時 間 軸 ( 横 方 向 ) の 表示 範囲 が が か わり ます 。 

ゲー ム を は じ め た 直後 は ズー ムイ ン の 状態 に た っ て いま す が 、[X ボ タン ] を 押す と 小節 の 幅 が 半分 に な り 、 よ り 多く 

の 小節 が 表示 され ます 。 

[ 炎 ボ タン] を 押す 度 に 「 ズ ー ム イン / ア ウト 」 が 交互 に 切り 替わり ます 。  



と と 

多く の フレ ー ズ ブロ ッ ク を 置い て トラ ッ ク 数 や 小節 数 が 増え て くる と 、 曲 全体 が 画面 の 中 に 表示 し きれ な く な り ま す 。 

その よう な 場合 は [アナ ログ 方 向 キー] を 使っ て 画面 を スク ロー ル さ せま す 。 曲 の どの 位置 で も 素早 く 移動 する こと 

が で きま す 。「 イ ン フ ォ エ リア 」 の 表示 に つい て 画面 下部 の イン フォ エリ ア に は 、「 ブ ロッ クエ リア 」 で 選択 され て いる 

フレ ー ズ ブロ ッ ク の 詳し い 情 報 が 表示 され ます 。 

件 INSTRUMENT 。 | 。 。  。 PHRASE 

1 Syn.Str1 』 

右側 の 「PHRASE」 に は 現在 選ば れ て いる フレ ー ズ 

の 「 大 ジャ ン ル アイ コン 」、「 小 ジャン ル 名 」、「 フ レー ズ 

名 (番号 )]、「PITCH( 普 程 ) 変 更 値 」 が 表示 され ます 。 

左側 の 「INSTRUMENT」 に は 現在 選ば れ て いる 

トラ ッ ク の 音色 名 が 表示 され ます 。 

  

eee - - 時 ヽ 

| 
、 ル ー プ 機能 を 使う と 曲 の 一 部 、 ま た は 全部 を 繰り 返し て 再生 する こと が で きま す 。 ル ー プ を 指定 する に は 、「 コ ン 

、 ソー ル エ リア 」 の ルー プ ボ タン に カー ソル を 合わ せ [A ボ タン ] を 押し 、 こ の 状態 で [方 向 ボタ ン ] を 押し て 「 ル ー プ 

アイ コン 」 が 表示 され て いる と き に も う 一 度 [A ボ タン ] を 押し ます 。 画 面 の メッ セー ジ に 従っ て 「 ル ー プ 開始 位置 」 

と 「 ル ー プ 終了 位置 を 指定 し ます 。 ル ー プ で の 再生 は 、 曲 が ルー プ 終 了 位 置 ま で くる と 、 ル ー プ 開始 位置 に も り 

し ます 。 ル ー プ を 解除 し た い ( や め た い ) 場 合 は も う 一 度 ル ー プ ボタ ン を 押し ます 。 
  

| ECSZ7ST す ) 
フェ ー ド アウ ト 機 能 を 使う と 全 ト ラッ ク の ボリ ュー ム を 徐々 に 小さ くす る こと が で きま す 。 曲 の 終わ りな ど に 

使う と 特に 効果 的 で す 。 フ ェ ー ド アウ ト を 指定 する に は 、「 コ ン ソ ー ル エリ ア 」 の ルー プ ボ タン に カー ソル を 合 

わせ [A ボ タン ] を 押し 、 こ の 状態 で [方 向 ボ タン ] を 押し て 「 フ ェ ー ド アウ ト ア イコ ン 」 が 表示 され て いる と き に 

も う 一 度 [A ポ タン] を 押し ます 。 画 面 の メッ セー ジ に 従っ て 「 フ ェ ー ド アウ ト 開 始 位置 」 を 指定 し ます 。 フ ェ ー ド 

アウ ト を 指定 する と 、 曲 が フェ ー ド アウ ト 開 始 位置 まで くる と 、 徐 々 に 音量 が 小さ く な り ま す 。 フ ェ ー ド アウ ト 

を 解除 し た い ( や め た い ) 場 合 は も う 一 度 フ ェ ー ド アウ ト ボ タン を 押し ます 。 N 
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サウ ンド ナビ ゲー ター 画面 で は 3 つの ダイ ヤル で 使 

用 する 音色 を 選び ます 。3 つ の ダイ ヤル は 画面 左側 か 

ら 順 に 分 類 を 詳し くし 絞り 込ん 々 で いく よう に な っ て 

いま す 。 一 番 左 の ダイ ヤル で 選択 する 分 類 を 「 大 カテ 

ゴリ ー」 と 呼び 、 真 ん 中 の ダイ ヤル で 選択 する 分 類 を 

「 小 カテ ゴリ ー」 と 呼び ます 。 一 番 右 の ダイ ヤル で は 具 

体 的 な 音色 名 を 選び ます 。 

  

楽器 名 
ここ に は 具体 的 な 音色 名 が 表示 され ます 。 名 前 の 
最初 に 「 小 文字 の "V'」 が 付い て いる 音色 は 「 お ・ 
と ・ い - れ 独自 の (VPF》 タ イブ の 音色 で す 。 そ れ 
以外 は すべ て (MIDI〉 タ イプ の 音色 で す 。 

※ プ レビ ュー 織 能 
音色 の 選択 中 に [R ト リガ ー] を 押す と 、 現 在 表示 
され て いる 音色 を 聴く こと が で きま す 。 
    UI
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フレ ー ズ ナビ ゲー ター 画面 で は 3 つの ボッ クス で 使用 する 音色 を 選び ます 。 

3 つの ボッ クス は 画面 左側 が ら 順 に 分 類 を 詳し くし 絞り 込ん で いく よう 

に な り ま す 。 番 左 の ジャ ケッ ト ボ ックス で 選択 する 分 類 を 「 大 ジャ ン ル ]」 

と 呼び 、 真 ん 中 の ジャ ケッ ト ボ ックス で 選択 する 分 類 を 「 小 ジャ ン ル 」 と 
呼び ます 。 一 番 右 の ボッ クス で は 具体 的 な フレ ー ズ を 選び ます 。 

それ ぞ れ どん な 種類 が ある か ご 紹介 し まし よう 。 

ここ に は 具体 的 な フレ ー ズ の 名 前 (番号 ) が 表示 され ます 。 お 気に入り 
の フレ ー ズ を さがす と き の 手 が か り と な り ま す 。 
代表 的 な 表示 の 意味 を ご 紹介 し ます 。 
(Main 一 》 ・・・ 曲 の メイ ン と な る 部 分 に 適し た フレ ー ズ 
《Fill 一 ) ・・・・ 曲 の 区 切り や 盛り 上 が り に 適し た フレ ー ズ 

I 《Intra 一 ) ・・・ 曲 の 始ま り ( イ ント ロ ) に 適し た フレ ー ズ 

| 《Ending 一 》 ・・ 曲 の お し まい (エン ディ ング ) に 適し た フレ ー ズ 
《Blank 1 》 ・・・ 音 符 が 1 つも 入っ て いな い カ ラ の フレ ー ズ ブロ ッ ク ( 1 小節) 
《Blank ら 》 ・・・ 音 符 が ] つ も 入っ て いな い カ ラ の フレ ー ズ ブロ ッ ク (2 小 節 ) 
《Blank 4》 ・・・ 音 符 が ] つ も 入っ て いな い カ ラ の フレ ー ズ ブロ ッ ク (4 小 節 ) 
《Blank 8》 ・・・ 音 符 が ] つ も 入っ て いな い カ ラ の フレ ー ズ ブロ ッ ク (8 小 節 ) 

音色 の 選択 中 に IR ト リガ ー] を 押す と 、 現 在 表示 され て いる 音色 を 隊 に 
く こ と が で きま す 。 |



  

  

 



人 @ MIXEH 画 面 し 

  

  

MIXEHR 画 画 で は 各 ト ラッ ク の 「 ボ リュ ー ム 」 や 「 パ ン ポ ボット 」、「 エ フェ クト 」 な どの 設定 を 調整 し ます 。 

  

人 @ 各 ト ラッ ク の ポリ ュー ム @ 
トラ ッ ク ご と の 音量 を 調整 し ます 。[ 方 向 ボ タン ] で 「 フ ェ ー ダ ー] に 移動 し 、[A ボ タン ] を 押す と 調整 が で きる 状態 

に な り ま す 。[ 方 向 ポ ボタン] 上 下 で 音量 を 決め た ら [A ボ タン ] で 決定 で す 。 各 トラ ッ ク の ミュ ー ト トラ ッ ク ご と に 音 の 

オン / オ フ を 切り 替え られ ます 。[ 方 向 ボ タン ] で 「 ミ ュー ト ボ タン 」 に 移動 し ます 。[A ボ タン ] を 押す 度 に ミュ ー ト の 

オン / オ フ が 切り 替わり ます 。( ト ラッ ク に 置い た デー タ が 消え る こと は あり ませ ん 。) 

@ 告 ト ラッ ク の パン ポッ ト 多 
トラ ッ ク ご と の パン ポッ ト を 調整 し ます 。「 パ ン ポ ッ ト 」 と は 左右 の 音量 バラ ンス を 調整 し ます 。 右 ( 左 ) に 寄せ る と 、 

右 ( 左 ) の 方 に 楽器 が ある よう に 聞こ えま す 。[ 方 向 ボ タン ] で 「 パ ン ポ ッ ト つ まみ ]」 に 移動 し 、[A ボ タン ] を 押す と 

調整 が で きる 状態 に な り ま す 。 つ まみ を 真中 に する と 中 央 か ら 音 が 聞こ えま す 。[ 方 向 ボタ ン ] で パン ボット を 

決め た ら [A ボ タン ] で 決定 で す 。 
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人 @ 吾 トラ ッ ク の エフ ェクト セン ド 多 
トラ ッ ク ご と の エフ ェクト を 調整 し ます 。[ 方 向 ボ タン ] で 「 エ フェ クト セン ド つ まみ ] に 移動 し 、[A ボ タン ] を 押す 
と 調整 が で きま す 。 つ まみ を 右 に 回 す ほ ど エ フェ クト が 深く か か り ま す 。「 方 向 ボ タン ] で エフ ェクト セン ド を 決 
め た ら [A ポ タン ] で 決定 で す 。 
  

珍 マス ター ボリ ュー ム 多 
マス ター ボリ ュー ム は 曲 全 体 の 音量 を 調整 し ます 。[ 方 向 ポ タン ] で 「 フ ェ ー ダ ー」 に 移動 し 、[A ボ タン ] を 押す と 

調整 が で きる 状態 に な り ま す 。[ 方 向 ボ タン ] 上 下 で 音量 を 決め た ら [A ポ タン ] で 決定 で す 。 

  

急 エフ ェクト 選択 外 
「 エ フェ クト ボタ ン 」 を 押す と 画面 に エフ ェクト 選択 の 窓 が 表示 され 、 使 用 する エフ ェクト の 種類 を 選 記 こと が 
で きま す 。[ 方 向 ボ タン ] で エフ ェクト の 種類 を 決め た ら [A ボ タン ] で 決定 で す 。 

リ パ ー ブ 1 ・- ・・・- ーー 浅い リバ パー ブ ( デ フォ ルト で 選択 され て いま す 。) 

リバ パー ブ 加 ドド ドー ドー ドー テ 深い リバ ー ブ 

リバ ー ブ 3 低音 を 強調 し た リバ ー ブ 

リバ パー ブ 4 

リバ パー ブ ち EQ 十 マル チ デ ィ レ イ 

アー リー リフ レク ショ ン ・・・ ル ー ム リバ パー ブ 

Dist ディ スト ーション サウ ンド 
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今 EDIT 画 面 () 

MIDI EDIT 画 面 

  

  

  

  

  

  

EDIT す る ブロ ッ ク が 《 ギ ザ ギ ザ の 表示 》 タ イブ で 、DrumKit や PercussionKit 以 外 の 音色 を 使っ て いる フレ ー ズ 

の 場合 、 こ の EDIT 画 面 が 表示 され ます 。 

MIDI EDIT 画 面 は 、「 ピ アノ ロー ル 」 に な っ て いま す 。「 ピ アノ ロー ル 」 と は 、 画 面 の 横 方 向 で "時 間 軸 上 の 位置 (小節 な 

ど )" を 、 縦 方 向 で "音程 ' を 表し ます 。 こ の と き 画 面 の 上 に 行く ほど 音程 は 高く な り 、 下 に 行く ほど 音程 は 低く な り ま す 。 

音程 は "半音 単位 "で 変更 が 可能 で す 。 画 面 左側 に 描か わかれ て いる 鍵 怠 の 絵 で 音程 を 確認 する こと が で きま す 。 鍵 盤 の 

" ド " の 位置 の 横 に 数 字 が 書い て あり ます 。 こ れ は オク ター ブ を 示し て いま す 。 “3” と 書か れ て いる 位置 の " ド "が 標準 

的 な 高 さ ( ピ アノ の 真中 の ド ) に な り ま す 。 

 



  
  

(ET 
新しく 音 を 置き また い 位置 で [IA ボタ ン ] を 押す と 、 そ の 位置 に 四角 い ブ ロッ ク が 現れ て 新しい 音 を 増やす て と が 

MC で の 
  
  

  
  

( 音 を 削除 する ⑨⑤ 
NN で IWCD 商 を 間際 し た い 場 合 、 そ の 斉 の ブロ ッ ク に カー ソル を 合わ せ て [B ボ タン] を 押し ます 。 
      
  

  
  

コピ ー し た い 音 に カー ソル を 合わ せ て [A ボ タン ] を 1 回 押す と 、 音 の ブロ ッ ク が 水色 か ら “薄い オレ ンジ 色 " に 

か わり 、 少 し 浮き 上 が っ た 感じ に な り ま す 。 

Pe ERKECNRCON 導 eaeeso 

と の 状態 で [方 向 ボ タン ] を 使っ て 、 コ ピー し た い 位置 まで 移動 する こと が で きま す 。EDIT の 場合 、 左 右 だ け で な 

く 上 下 に も 移動 する こと が で きま す 。 コ ピー し た い 位置 が 決ま っ た ら [A ボ タン ] を 押せ ば 、 そ こ に コピ ー さ れ ま す 。 

了 ピー の 状態 を キャ ン セ ル す る に は 、[B ボ タン ] 押 し ます 。 

移動 し た い 音 に カー ソル を 合わ せ て [A ボ タン ] を 1 回 押す と 「 コ ピー」 の 状態 に な り ま す が 、 そ の 状態 で も うー 

度 [A ボ タン ] を 押す と 、 音 の プロ ッ ク が "こい オレ ンジ 色 " に か わり 、 少 し 浮き 上 が っ た 感じ に な り ま す 。 

  
  
  

  
  

この 状態 で [方 向 ボタ ン ] を 使っ て 、 移 動 し た い 位 置 ま で 動か すこ て と が で きま す 。EDIT の 場合 、 左 右 だ け で な く 
上 下 に も 移動 する こと が で きま す 。 移 動 先 の 位置 が 決ま っ た ら [A ボ タン ] を 押せ ば 、 移 動 が 完了 し ます 。 

移動 の 途中 で キャ ン セ ル す る に は 、[B ボ タン ] 押 し ます 。   
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この と き [ 方 向 ボ タン ] の 左右 を 押す と 、「 音 の 長 さ ]」 を か える こと が 
で きま す 。 音 の 長 さ が 決ま っ た ら [A ボ タン ] で 決定 し ます 。         
  
    

    

  

| 

音 の 強弱 を が える 
[移動 」 の 状態 で も う 一 度 [A ボ タン ] を 押す と 、 ブ ロッ ク は オレ ンジ 色 に な り 浮 上 が っ て いな い 状態 に な り ま 

す 。 こ の と き [ 方 向 ボ タン ] の 上 下 を 押す と 、[「 音 の 強弱 ] を か える こと が で きま す 。 音 の 強弱 は (フォル デパ 、 

"DP( ピ アノ )" な どの 「 強 弱 記号 ] で 表 さ れ 、「 イ ン フ ォ エ リア 」 の “Velo." と 書か が れ た 窓 に 表示 され ます 。 

※ “Velo は ベロ シテ ィ ー の 略 で す 

音 の 強弱 は 8 段階 で 変更 で きま す 。 最 も 弱い "ppp (ビア ニッ シシ モ )" か ら "pp (ピア ニシ モ )"…"p (ピア ノー 
"mp (メゾ ピア ノ )" 一 "mf (メゾ フォ ル テ デ )"ー "f (フォ ル テ )"ー "ff (フォ ル テ シ モ )”ー "fff( フ ォ ル テッ シシ モ )" 

の 順に 強く な っ て いき ます 。 ふ つう の (標準 的 な ) 強 さ は "Tmf (メゾ フォ ル テ )" で す 。 新 し く 置 か れ た 音 は 、 は じ め 

WT (フォ ル テ )" に 設定 され ます 。 音 の 強弱 が 決ま っ た ら [A ボ タン ] で 決定 し ます 。     
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MIDI EDIT《 ギ ザ ギ ザ 表示 》 画 面 で も グリ ッ ド の 切替 を する こと が で きま す 。 音 の ブロ ッ ク は この グリ ッ ド 単位 
で 移動 や 伸び 縮み が で きま す 。 グ リッ ド の 単位 は [Y ボ タン ] を 押す た びに 、「24 分 普 符 」 一 「8 分 音符 」…「16 分 音 
符 」…「38 分 音符 」…「2 拍 ヨ 連 ]…「3 連 8 分 音符 」+「3 連 16 分 音符 」-+「4 分 音符 」-*+・…・ と いう よう に 切り 替 
わっ て いき ます 。 ま た 、 現 在 の グリ ッ ド の 単位 (間隔 ) は 「 コ ン ソ ー ル エリ ア 」 石 上 の 「Grid」 の 窓 に も 音符 と し て 
表示 され ます 。 ノブ 
ン デ nN 

〇 画面 の スク ロー ル 〇 
MIDI EDIT《 ギ ザ ギ ザ 表示 )》 画 面 で も 画面 の スク ロー ル を する こと が で きま す 。[ ア ナ ロ グ 方 向 キー] を 使う と 、 

N より 素早 く ス クロ ー ル させ る こと が で きま す 。 ノ 

  

  

  
  

  

  

  

  どー 

(⑥ プレ ビュ ー 機 能 〇 
[R ト リガ ー] を 押す と 、 現 在 エ ディ ッ ト 中 の フレ ー ズ の み を プレ ビュ ー( 聴 いて みる ) こ と が で きま す 。 エ ディ ッ ト 

の 結果 を 音 で 確認 し な が ら 曲 づく り を 進め られ ます 。 ノ 
  

  

  

  デ ー NN 

⑨⑥ エディ ッ ト の 終了 ⑥⑤ ] 
MIDI EDIT《 ギ ザ ギ ザ 表示 画面 で [スタ ー ト ボタ ン ] を 押す と 、 エ ディ ッ ト を 終了 し (メイ ン 画 面 ) に も どる こと が 

で きま す 。 エ ディ ッ ト し た フレ ー ズ は 「USER (ユー ザー) フレ ー ズ 」 に か わり 、 あ な た の オリ ジ ナ ルフ レー ズ に 

加わ っ た こと を 表し ます 。 本 体 の 電源 を 切っ た り リ セッ ト し た 場合 、 セ ー ブ さ れ て いな い 「USER フ レー ズ 」 の     デー タ は 消え て し まい ます 。 大 切な デー タ は メモ リー カー ド に セー ブ し て お きま し ょ う 。 プ 
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EDIT す る ブロ ッ ク が 《 ギ ザ ギ ザ 表示 ) タ イプ で 、 
DrumKit の 音色 を 使っ て いる フレ ー ズ の と き 、 

この EDIT 画 面 が 表示 され ます 。 

SiEOIBYe 
xStd.IKitOt 

  

次 の 操作 は 《MIDI EDIT 画 面 ) と 同じ 部 分 で す の で 《MIDI EDIT 画 面 》 の 解説 (PC.2BーP.31 ) を ご 参照 くだ さ 

⑮ 新しく 音 を 置く ⑤ (捕り: ブリ ルル oN⑨) 

⑥ 音 を 削除 する ⑥ 

いい
 

⑨ 画面 の スク ロー ル ⑥ 

lb
 ピー
 

⑥ 音 を 移動 する ③ ③ プレ ビ ピュー 機能 ⑨⑤ 

次 の 標 作 は 《MIDI EDIT 画 面 》 と 異な る 部 分 で す 。 
  
  

⑨⑩ 痛 の 長 さ を か える ⑨ 
《Drum EDIT 画 面 》 で は 「 音 の 長 さ 」 を 変更 する こと は で きま せん 。 
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末 面 左手 の 《MIDI EDIT 画 面 》 で 鍵 朋 の 絵 が 表示 され て いた 部 分 が (Drum EDIT 画 面 》 で は 打楽器 の アイ コン 

( 絵 表 示 ) に か わり ます 。《Drum EDIT 画 面 》 で は 縦 方 向 が "音程 ' で は な く "打楽器 の 種類 "に な り ま す 。 

それ ぞ れ の アイ コン が どの 打楽器 を 示し て いる の か を ご 紹介 し ます 。 

  

  
  
  

  
  

(Drum EDIT 画 面 》 で [スタ ー ト ボタ ン ] を 押す と 、 エ ディ ッ ト を 終了 し 《 メ イン 画面 )/ に も どり ます 。 エ ディ ッ ト し た 
フレ ー ズ は 「USER (ユー ザー) フレ ー ズ 」 に か わり 、 あ な た の オリ ジ ナ ルフ レー ズ に 追加 され ます 。 本 体 の 電源 | 
大 切 つた り リ セッ ト し た 場合 セー ブ さ れ て いな い 「USEH フ レー ズ 」 の デー タ は 消え て し まい ます 。 

1 
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信 PercuSB5ion EDIT 画 面 ドー 

  

EDIT す る ブロ ッ ク が 《 ギ ザ ギ ザ 表示 ) タ イブ で 、 

PercussionKit の 音色 を 使っ て いる フレ ー ズ の 

と き 、 こ と の EDIT 画 面 が 表示 され ます 。 
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プレ ビュ ー 機 能 ③ 

次 の 操作 は 《MIDI EDIT 画 面 ) と 異な る 部 分 で す 。 
  

  

音 の 長 さ を が える ⑨ 
(Percussion EDIT 画 面 ) で は 「 音 の 長 さ 」 を 変更 する こと は で きま せん 。 こ れ は 「PercussianKit」 の 音色 は 

ほとん ど が 打楽器 系 な の で 、 持 続 音 (長く 伸び る 音 ) を 鳴ら せな いた めで す 。 6 
A
I
 

に
 |
 に
 

  

   



アイ コン ( 絵 表示 ) に か わっ て いま す 。 《Percussion EDIT 画 面 》 で は 縦 方 向 が "音程 "で は な く "打楽器 の 種類 " 
に な り ま す 。 そ れ ぞ れ の アイ コン が どの 打楽器 を 示し て いる の か を ご 紹介 し ます 。 

EK ク | 
画面 左手 の (MIDI EDIT 画 面 》 で 鍵 骨 の 絵 が 表示 され て いた 部 分 が 、《Percussion EDIT 画 面 ) で は 打楽器 の | 

| 
ーー 

クラ ベス (拍子 木 ) ロー・ ウ ッ ド ブロ ッ ク 

hm
   に

 
ピー
コ   ミュ ー ト トラ イア ッ グ ル オー プ ツ トラ イア ッ グ ル 

/ に / 

| (Poroussion EDIT 画 面 ) で [スタ ー ト ボタ ン ] を 押す と 、 エ ディ ッ ト を 終了 し 《 メ イン 画面 》 に も どり ます 。 エ ディ ッ | 

ト し た フレ ー ズ は 「USER( ユ ー ザ ー) フ レー ズ 」 に か わり 、 お な た の オリ ジ ナ ルフ レー ズ に 追加 され ます 。 本 体 | 

の 電 泊 を 切っ た り リ セッ ト し だ た 易 合 、 セ ー ブ さ れ で いな い 「USER フ レー ズ 」 の デー タ ( / 
  で 1

 に 
トド こ
 ア 
5
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念 VPF EDIT 画 面 し) 

er ーー 上 まし よう 。 

EDIT す る ブロ ッ ク が 《 波 形 表 示 ) タ イプ の フレ ー ズ の 場合 こ 

が 表示 され ます 。 こ こ で は フレ ー ズ が ' 波 形 " で 表示 され て いま す 。 細 か い 

縦 の 線 は フレ ー ズ の 中 の 音符 の アタ マ の 位置 を 示し て いま す 。《VPF 

EDIT 画 面 ) で は 「 シ ャ ッ フ ル 」 と いう 機能 を 使っ て 、 と て も 簡単 に 新しい 

フレ ー ズ を つく り 出 せる よう に な っ て いま す 。 

画面 の 左側 に いく つか の ボタ ン が 見 えま す 。 そ れ ぞ れ の 役 

の EDIT 画 面 

割 を 見 て み 

  

  

(( に Jl: 逢 
Shuffle 機 能 よ フレ ー ズ の 波形 を 音符 ご と に 細か く 

切り 刻み 、 そ の 順番 を ラン ダム に 入れ 替え る 機能 で す 

この ボタ ン の と ころ で [A ボ タン ] を 押す と Shuffle 機 

能 が 働き 新しい フレ ー ズ が 生ま れ ま す 。 ポ タン を ら 

度 、3 度 ・…・ と 押す 度 に 次 々 に 新しい フレ ー ズ に 変 

化し ます 。 エ ディ ッ ト 結 果 は [H ト リガ ー] を 押す こと で 、 

いつ で も 好き な 時 に プレ ビュ ー が で きま す 。 

      
esseseosseeseesesseeeeeeooesoeneweesewsseeaeeeeeeeeoeossosmeeeeooeo CCPTEET で KEKYTYTETTYYTINYXTYEY 

Shuffle の 結果 が 気に入っ た ら 、OK ボ タン を 押し て 《 メ イン 画面 ) に も どり ます 。 

⑨ Shuffleg ⑨ ) 
「Shuffleg」 は 上 の 「Shuffle 11] と 比べ る と 、 よ り 音 

楽 的 な Shuffle を 行い ます 。 特 に ドラ ム や パー カッ 

ショ ン に 対し て 絶大 な 効果 を 発揮 し ます 。 こ の ボタ 

ン [A ポ タン ] を 押す と Shuffle 機 能 が 働き 、 新 し い フ 

レー ズ が 生ま れ ま す 。 ボ タン を ら 度 、3 度 と 押す 

度 に どん どん 新しい フレ ー ズ に か わっ て いき ます 。 

エディ ッ ト 結 果 は [R ト リガ ー] を 押す こと で 、 い つ で 

も 好き な 時 に プレ ビュ ー が で きま す 。 

    Shuffle 後 
    

   



  

  

  

    

  

  

(VPF EDIT 画 面 》 で 「OK」 を 押す と 、 エ ディ ッ ト を 終了 し (メイ ン 画 面 》 に も どり ます 。 エ ディ ッ ト し た フレ ー ズ 

は [USER (ユー ザー) フレ ー ズ 」 に か わり 、 あ な た の オリ ジ ナ ルフ レー ズ に 追加 され ます 。 本 体 の 電源 を 切っ た 

| り リ セッ ト し た 場合 、 セ ー ブ さ れ て いな い 「USEH フ レー ズ 」 の デー タ は 消え て し まい ます 。 
  

  

    

萌 USEHR フ レー ズ に 名 前 を つけ る 欠 
(MIDI EDIT 画 面 》 、(Drum EDIT 画 面 》 、《Percussion EDIT 画 面 ) 、《VPF EDIT 画 面 》 こ いっ た エディ ッ ト 

画面 が 表示 され て いる と き 、「 コ ン ソ ー ル エリ ア 」 の “TITLE" と 書か れ た 窓 に は 、「 エ ディ ッ ト 中 の フレ ー ズ の 

午前 」 が 表示 され て いま す 。 こ こ に カー ソル を 合わ せ [A ボ タン ] を 押す と 文字 パレ ッ ト が 表示 され 、 フ レー ズ の 

記 前 を 変更 する こと が で きま す 。 

。 フ レー ズ の 名 前 に 使え る の は 「 ア ルフ ァ ベ ッ ト 」 と 「 数 字 ]、 そ れ と いく つか の [記号 」 で す 。 

仙 マイ ク 入 力 の 
マイ ク 入 力 を する に は 、「 コ ン ソ ー ル エリ ア 」 の マイ ク 入 力 ボ タン に カー ソル を 合わ せ [A ポ タン ] を 押し 、 こ て の 

羽 過 で [方 向 ボタ ン ] を 押し て 「 マ イク 入力 アイ コン 」 が 表示 され て いる と き に も う 一 度 [A ポ ボタン] を 押し ます 。 

マイ ク 入 力 の た め の ト ラッ ク が 新しく 用 意 さ れ 、 サ ウン ドナ ビ ゲ ー タ ー が 表示 され ます 。 音 色 を 決定 する と 、4 

小節 の 空き ブロ ッ ク が 表示 され ます の で 、 マ イク 入力 を し た い 位 置 に 移動 し こく だ さい 。( 別 の トラ ッ ク も 選 

べ ま す が 、《VPF)》 タ イプ 音色 を 使っ て いる トラ ッ ク に は 移動 で きま せん 。) マイ ク 入 力 用 ブロ ッ ク の 位置 を 

汐 め る と 「 マ イク 入力 画面 ] が 表示 され ます 。 画 面 の メッ セー ジ に 従い [A ボ タン ] を 押す と 、1 小 節 の カウ ント 後 

レコ ー デ ィング が スタ ー ト し ます 。 
マイ ク に 向かっ て メロ ディ ー を 唄っ て みて くだ さい 。4 小 節 間 の 入力 が 終わ る と 、 画 面 に 案内 が 表示 され ます 。 

入力 を も う 一 度 や り 直 し た い 場 合 は 「RETRY」、 入 力 し た フレ ー ズ を 聞き た い 場 合 は TPREVIEW」、 入 力 し た 

縛 昧 が よけれ ば 「OK」 を 選ん で くだ さい 。「OK」 を 選 記 と 入力 し た デー タ を 調整 で きる 画面 に 移り ます 。 
ここ は 《MIDI EDIT 画 面 》 と 同じ 操作 に な っ て いま す 。 メ イン 画面 に 戻る に は [スタ ー ト ボタ ン ] で す 。 マ イク デ 

バイス は 選 寺 フケ テッ トロ に セッ ト し て くだ さい 。 こ こと 以外 で は 正しく 動作 し ませ ん 。 ノ 

    

  

中
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外部 MIDI 入 力 を する に は 、「 コ ン ソ ー ル エリ ア 」 の マイ ク 入 力 ボ タン に カー ソル を 合わ せ [A ボ タン ] を 押し 、 こ 

の 状態 で [方 向 ボタ ン ] を 押し て 「 外 部 MIDI 入 力 アイ コン 」 が 表示 され て いる と き に も う 一 度 [A ボ タン ] を 押し 

ます 。 す る と 、MIDI 入 力 の た め の ト ラッ ク が 新しく 用 意 さ れ 、 サ ウン ドナ ビ ゲ ー タ ー が 表示 され ます 。 背 色 を 決 

定 す る と 、4 小 節 の 空き ブロ ッ ク が 表示 され ます の で 、MIDI 入 力 を し た い 位 置 に 移動 し こく だ さい 。( 別 の トラ ッ 
ク も 選べ ます が 、《VPF》 タ イプ 音色 を 使っ て いる トラ ッ ク に は 移動 で きま せん 。) ここ か ら 先 の 操作 は 「 マ イク 

入力 の し か た 」 と 共通 に な つて いま す 。 マ イク で 歌う か わり に 、 外 部 の MIDI 機 器 を 演奏 し て くだ さい 。 

※ フ レー ズ と し て レコ ー デ ィング され る の は “ノー ト ( 音 符 )" の デー タ の み で す 。 

《PLAYEH 画 面 》 は メモ リー カー ド に 保存 し て ある デー タ を 手軽 に 聴く こと が で き 

る 専用 画面 で す 。CD や MD の プレ イヤ ー と ほとん ど 変 わら な い 簡 単 操作 に な っ て い 
ます 。 画 面 左側 の 部 分 に は セッ ト し て ある メモ リー カー ド に 保存 され て いる 曲名 が 表 

示さ れ ま す 。 一 番 上 の 窓 に 表示 され て いる の が 現在 再生 中 の 曲名 で す 。 画 面 中 央 の 
円 形 の 部 分 は コン トロ ー ル バネ ル で 操作 は [アナ ログ 方 向 キー] に 対応 し て お り 、 

  

  

【 曲 の 頭 出し 】 

【 り E 指定 ] き と な っ て いま す 。 

[アナ ログ 方 向 キー : 右 ] の 操作 は CD や MD と 同じ よう に 、「 ち ょ っ と 押す と 次 の 曲 へ 」、 押 し つづ ける と 、「 高 速 再 生 」 に 

な り ま す 。【 リ ピー ト 指 定 】 は 曲 の リピ ビート の し か た を 指定 し ます 。 一 度 押 す と 「 全 曲 リ ビート 」 に な り 、 メ モリ ー カ ー ド 内 

の 最後 の 曲 が 終 わる と 、 最 初 の 曲 に 戻っ て 再生 し ます 。 も う 一 度 押す と 「 1 曲り リピート 」 に な り 、 現 在 再 生 中 の 曲 だ け を 

繰り 返し ます 。 さ ら に も う 一 度 押 す と 「 リ ビー ト の 解除 ] で す 。 画 面 下 部 に ある 細長 い 窓 に は 、 コ メン ト 画 面 で 入力 し た 
メッ セー ジ が 電光 表示 板 の よ うに 流れ ます 。 ち ょ っ と し た メモ や 、 お 友達 へ の メッ セー ジ を 表示 する こと が で きま す 。 

  

《OTOIRE SEQUENCEH》 モ ー ド で [スタ ー ト ボタ ン ] を 押し て 表示 され る メニ ュー か ら 「Comment」 を 選ぶ と 、 

1 《 コ メン ト 入 力 画面 》 が 表示 され ます 。「 お ・ と - い ・ れ 」 で は 、 あ な た が つく っ た 曲 に 「 メ モ 」 や 「 メ ッ セ ー ジ 」 な ど を 入力 
( する こと が で ます 。 使 える 文字 の 種類 は (アル ファ ベッ ト )》 、《 数 字 ) 、《 ひ ら が な 》 、《 カ タカ ナ 》 、( 記 号 ) で す . 文 

| 字 パ レッ ト 上 部 の 「 か な 」「 カ ナ 」「 英 」 の ボタ ン で 、 入 力 する 文字 の 種類 を 切り 替え られ ます 。 空 白 を 入力 し た いと 
| きき に は 「Space」。 間 違え た 文字 を 削除 し た い 場 合 は 「Dell ボ タン で す 。「OK」 ボ タン で 入力 が 確定 され 、「Cancel 

| ボタ ン を 押す と 文字 入力 を 中 止 し ます 。 こ こ で 入力 し た コメ ント は (PLAYER 画 面 》 で 見 る こと が で きま す 。 

| ちょ っ と し た メモ や 、 お 友達 へ の メッ セー ジ な ど 楽 し く 利用 し て くだ さい 。  



「 お お: と し いれ 』 の ユー ザー の 皆様 に より 良い サー RT オウ BMD 5 8 だ 才 IN 

MCOD ま りー ザー 登録 」 は 無料 で す 。 1ー ザ ー 登 録 」 や | ゲー ム の HIP] へ の 接続 は 、 イ ンタ ッ ト 接 続 の 

旧 不 体 と 電話 回 線 の 接続 方 法 に つい て は 、 ド リー ムキ ャ スト 本 体 の 取扱 説明 書 を で 覧 くだ さい 。 

当 イ ンタ ーネット に 関す る 詳し い 操作 方 法 や 説明 は 「 ド リー ムキ ャ スト パス ポー ト 8」 の ガイ ドブ ッ ク な ご 覧 くだ さい 。 
イン ター ネッ ト に 接続 する 際 の 通信 料金 は お 客 様 の ご 負担 と な り ま す 。 

議 ソ フト は イン ター ネッ ト に 接続 し て 、 音 楽 を 楽し お ゲー ム で す 。 セ ガ に ユー ザー 登録 を し て いな い 方 は 、「 ド リー 

上 あ パ バス ポート 8」 で ユー ザー 登録 を 行っ て くだ さい 。「 ド リー ム パ スポ ー ト ド ら 」 を お 持ち お でない 方 は 、 ド リー ムキ ャ ス 

トリ イレ クト で ご 購入 くだ さい 。 な お 、 入 手 の 際 に は 、 送 料 の みお 客 様 の ご 負担 (300 円 ) と な り ま す の で 、 あ ら か 

し め ご 了承 願い ます 。 

上 DBHOM が オレ ンジ 色 の 「 ドリ ー ム リカ 

上 卓 入 先 】 
ヨゴ フタ ー ネ ッ ト : http:// wwwr.dF-direct.netjp/ (受付 時 間 4 時間 年 中 無体) 

03-5352-1505 (受付 時 間 14:00 一 88:OO 年 中 無体 ) 

仙 スタ ー ト メニ ュー 画面 か ら Dreampassport ら を 選び ます 。 

紛 exit ボ タン を 押し て くだ さい 。 
メモ リー カー ド を 装着 し て いる 場合 は メモ リー カー ド 選 択 画面 が 表示 され ます 。 
メモ リー カー ド を 選択 し て exit ポ タン を 押し て くだ さい 。 

ー メモ リー カー ド を 装 席 し て いる と ぎ 

(次 の ペー ジ に 続く )  



で
 IE
 e
a
 

⑳ 「 お ・ と ・ い ・ れ 」 の ユー ザー 登録 ペー ジ が 表示 され ます 。 
moi 「 ユ ー ザ ー 登 録 」 を 選ぶ と (左側 の 女の子 の 絵 を クリ ッ ク ) 自動 的 に イン ター ネッ 
二 : ト に 接続 され [ユー ザー 登録 フォ ー ム 」 が 表示 され ます 。 画 面 の 案内 に 沿っ て 必 

し 要 事 項 を で ご 記入 くだ さい 。 
この と き 決 め た 「 ユ ー ザ I ロ 」 と 

ラー サー 章 難 机 * を せい 社 巡 へ 

まま 合 は 、 画面 の [ 間 録 デー タ の 修正 | を 選ぶ と 修正 が 

で きま す 。 

給 入力 必須 項目 に 全て 記載 し て か ら 、 左 下 の 登録 ボタ ン を 押し て くだ さい 。 

旨 応答 メッ セー ジ が あれ は ば 登録 完了 で す 。 

《Passport 画 面 ) を 終了 し て ゲー ム に 戻り た い 場合 は 「L ト リガ ー」 を 押し て 表 

示さ れる メニ ュー か ら 「 ゲ ー ム に 戻る 」 を 選ん で くだ さい 。 

    

「OTOIRE SEQUENCER」 モ ー ド か ら Passport 画 面 に いく に は [スタ ー ト ボタ ン ] を 押し て 表示 され る メニ ュー 

か ら 「MAIN MENU」 を 選 吉 必要 が あり ます 。[「OTOIRE SEQRUENCER] モ ー ド か ら 抜 ける と 、 そ れ ま で 作っ て 

いた 曲 の デー タ は 消え て し まい ます 。 セ ー ブ を お 勧め する 表示 が で ます の で 、 大 切な デー タ は ここ で メモ リー 

、 カー ド に セー プ し て お きま し よう 。 

し pr に 3S 
この ソフ ト に 関す る お 問い 合わ せ は 全て 電子 メー ル に て 承り ます 。 ユ ー ザ ー 登 録 を し て いた だ いた お 客 様 を 対 

象 に サポ ー ト を 行い ます の で 必ず は じ め に ユー ザー 登録 を お 願い いた し ます 。 ま た お 問い 合わ せ の 際 は 、 必 ず 
ユー ザーID を 記載 じ こ くだ さい 。( ユ ー ザ ー|ID は 登録 後に 当社 か ら 発行 され ます 。) 
SUPDOrt の ⑥WyiS.Com 宛 に ご 連絡 くだ さい 。 後 日 、 回 答 を 返送 致し ます 。  
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(株 ) ワ カ 製 作 所 東京 都 新宿 区 南町 6 番地 
「 製品 に 関す る 問い 合わ せ 先 support@wyis.com 

(Dreampassport を 使っ て 当社 の ホー ムペ ー ジ に アク セス し 、 ユ ー ザ ー 登 録 を 行っ た 後に 電子 メー ル に て お 器 致し ます 。) 
@ Waka Manufacturing co., Ltd 1999 

昌和 証 証 SEGA、Dreamcast は (株 ) セ ガ ・ エ ンタ ー プ ライ ゼス の 商標 で す 。 
この 商品 は (株 ) セ ガ ・ エ ンタ ー プ ライ ゼス が 自社 商標 SEGA お よび Dreamcast の 使用 を 許諾 し た Dreamcast 専 用 の ソフ トウ ェ ア で す 。 

     


